





















【方法および結果】 酸素 (02)及ひ'二酸化炭家 (C02)をt采血後のEDTA加静脈血に添加飽和させ.
添加前測定値を 100%とし添加飽和後の変化平を%で表示し検討した。平均み血球容積 CMCV)以外
の項目では.変化率に有為差はなかった。 MCV測定において. 02添加群で (n=332)1.42土0.96%の縮


























項目の中で， MCV (￥均赤血球容積〉にのみ変化率に有為差を認めた。 MCVは，酸素添加群では (n=
335)1. 42:!:O. 96%の縮小，二酸化炭素添加群では (n=353)6.10:!:1.72%の増大を認めた。この変化は可逆
的で， MCV測定と平行して行った毛細管法を用いたへマ卜クリット測定においても同様の変化を認めた。
他方，同一人のへパリン加採血により静脈血，動脈血のMCVの比較では前者は常に大であることが認め
られた。
CBC測定は優れた精密性の得られることが.各地の精度管理謁査結果にて示されており.そのなかで
もWintrobcの赤血球恒数は極めて優れた精度を有していることが知られている。 MCVはその一項目であ
り，変動係数は2%以内，個人変動は極めて少なく，安定した指数であることが証明されている。しかし
この変動が，測定開始時の飽和条件で大きく左右されることが今回の研究で実験的に証明され，臨床検査
学的に極めて重大な意義を持つことと判断される。
他方.MCVの変化率は最大で約7.4%を示し生体内においても同様の変化をしていることが認めら
れた3 この事実は生体内の酸素/炭酸ガスのガス交換において，赤血球が変形すると同時に容積変化が生
じることを示唆し細胞容積と細胞変形性が血管通過性における制御因子であることから，合目的な容積
変化が生体内で生じていることを裏付けている。
検査学的および臨床診断学的にMCVの微細変化が問題とされる現在，本論文において，このガス条件
による顕着でかつ重大な影響を多数の検体で=証明し得たことは，持ーめて意義があるものと考えられた。
以jー から，本論文は，博士(医学)の学位を授与するに値するものと判断された。
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